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ナーゼ処理 (270C 15hv) することにより、はじめて遊離型となり、 NaBH4 による還元一酸化差スペ



















精製した00標品に基質である L-グロノ -yーラクトンを添加すると 450nm 附近に谷をもっ差ス
ペクトルが得られ、このスペクトル変化を起す色素が00の補欠分子族であることを示す証拠が得ら
れた。この色素は酸性硫安処理やトリクロール酢酸処理では酵素蛋白質から遊離せず、プロナーゼ処
理によってはじめて遊離することから、共有結合で蛋白質に結合しているものと考えられる。中川君
はプロナーゼ処理で遊離した色素を精製したものについて、吸収スペクトルおよび蛍光スペクトルを
検討した結果、それがフラピンペプチドであることを明らかにしたが、従来コハク酸デヒドロゲナー
ゼおよびモノアミンオキシダーゼから得られているフラピンペプチドとは若干異なる性質をもつこと
を示した。
以上のように、中川君の業績は、晴乳動物におけるアスコルピン酸生合成酵素系の末端酵素の性質
を明らかにしたばかりでなく、従来上記二例より知られていなかった共有結合で結合したフラピンの
存在に第三の例を示したものとして重要で、ある。よって、この論文は理学博士の学位に十分価するも
のと判定する。
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